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������������◆ 『神戸市の結核について』 ◆

呼吸器内科 吉 積 悠 子
呼吸器内科の吉積と申します。西市民病院には約７年勤務しておりますが、新しく当科に赴任した医師から

必ず言われることが「結核が多い！」です。今回は神戸市の疫学にも触れながら結核について書かせていただ

きます。

結核症は人類とともに古くからあった疾病であり、ヒトの肺を好適生存場とする結核菌は狩猟社会から農耕

社会へ移行して人口密度の高い集落ができると発病者が頻発するようになり、産業革命とともに人口が都市へ

集中し爆発的な蔓延を惹起しました。日本では20世紀前半では人口10万あたり200程度の高い死亡率が続き、

その結果、数十年間で数百万人にのぼる方々が結核の犠牲となりました。当時の治療は安静、栄養補充など保

存的治療が中心でありサナトリウムの入所者の生存率は50％程度と推測され治癒するか否かは運まかせでし

た。第２次世界大戦敗戦直後の1950年では日本の結核死亡率は146.4と死亡原因疾患の第１位でしたが1955年

に52.3と著減し、以後は順調に低下し2016年時点では1.5まで改善しました。同様に結核罹患率も2017年には13.

3（1955年の結核罹患率698.4）まで減少ており、これは戦争に伴う貧困、過労、低栄養など抵抗力を低下させる

要因が徐々に解消されたとともに抗結核薬の発見、併用療法の進歩による結果と思われます。

ただし、神戸市における2017年の結核罹患率は全国平均より高い値で推移しています。神戸市の中でも長田

区、兵庫区は特に高く、当院や地域の医療機関の皆様が結核患者を診る機会が多いことも頷けます。

また社会の国際化に伴い仕事や留学で来日しているアジア諸国を中心とした外国人の結核罹患者が年々増加

しており、2019年度には神戸市の新規登録結核患者のうち、外国人割合がはじめて10％を超える結果となりま

した。特にベトナム人の肺結核患者の増加が顕著であり、昨年の日本結核病学会総会においても当科から報告

させいただきましたが、当科過去４年間の外国出生者における結核患者19例の出身は、ベトナム12人、ミャン

マー３人、その他、モンゴル、スリランカ、韓国、中国が各１人となっています（2015年４月から2018年３月）。

外国人の結核診療の際には言語コミュニケーションの問題が付きまとい、精査・治療に難渋するケースが多々

あります。さらには、検出された結核菌の薬剤耐性率も高い傾向にありました。ご紹介の際には、充分な感染

対策をしたうえで、通訳担当の方に付き添いをお願い頂くなどご配慮いただけましたら幸いです。

肺結核の胸部陰影は上肺の結節影、空洞影が一般的ですが下肺の浸潤影など一見細菌性肺炎と思われるよう

な典型的ではない画像所見を呈する症例もしばしば経験します。特に肺気腫・慢性閉塞性肺疾患（COPD）や

間質性肺炎などの基礎疾患をもった高齢者の結核は、肺結核に典型的な画像所見を呈さず、診断の遅れから院

内感染のリスクが高まる傾向もあります。また、難治性気管支喘息疑いとしてご紹介いただいた患者さんで、
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気管支結核であった症例も昨年２例ありました。

当院は神戸市の中でも高齢化が顕著な長田、兵庫、須磨を中心とした基幹病院であり、さらには、外国人の

居住も増加しており、現代の日本の縮図を呈しています。慢性的な咳嗽、喀痰、発熱の患者様の場合は地域流

行性も考慮し肺結核も念頭に置いて頂き、お困りの際は当院へご紹介くださいますようお願い申し上げます。

このような地域の先生方との連携は、「高齢化」、「在日外国人」という２つのキーワードとともに、今後のわが

国における地域医療のモデルとなると考えております。

どうぞ、引き続きのご支援をよろしくお願いします。

��������������������������������COVID-19流行期におけるびまん性肺疾患の診療についての提言
このたび、日本呼吸器学会より「COVID-19流行期におけるびまん性肺疾患の診療についての提言」をさせ

ていただきました。また、患者さん向けにも「間質性肺炎の患者さん、およびそのご家族・ご友人の方へ」と

して、メッセージを掲載しております。ご利用いただければ幸いです。

日本呼吸器学会ホームページ内「新型コロナウイルス感染症に関する対応」

https://www.jrs.or.jp/modules/information/index.php?content_id =1468
呼吸器内科 /間質性肺炎専門外来担当 冨岡洋海

�������������西市民連携セミナーのご案内
テーマ：西市民病院でのCOVID-19

講 師：総合内科 副院長 小西弘起

日 時：６月25日（木）18：30～19：30

会 場：西市民病院 北館３階講義室・会議室

定 員：50名 先着順

【日医生涯教育講座】カリキュラムコード№８感染対策（1.0単位）

換気・ソーシャルディスタンスを確保し開催いたします。

問い合わせ先：

地域医療在宅支援室 代表

576-5251 (内線7316)
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��副医長
�� ��田畑 論子

患者さんやコメディ
カルの皆様への敬意
と感謝の気持ちを
もって、社会に貢献で
きるよう精進いたし
ます。

循環器内
科

��副医長
� ��原 明子

尿蛋白など検尿異常
やCKD患者の紹介を
お待ちしております。

腎臓内科

��副医長
� ��宗 杏奈

地域医療に貢献でき
るよう頑張りますの
で、よろしくお願い
致します。

糖尿病・
内分泌内

科

�専攻医
�� ��岩林 正明

地域医療に少しでも
貢献できるように努
力致します。

呼吸器内
科

�専攻医
�� ��隈元 宣行

些細なことでも構い
ませんので、いつで
もご紹介下さい。

腎臓内科

��副医長
�� ��倉本 尚樹

地域の皆様に貢献で
きますよう、頑張り
ます。

�専攻医
�� ��前川 和輝

当院で診療した患者
さんの経過のフォ
ローや診療の継続を
お願いさせて頂く場
合がありますが宜し
くお願い致します。

総合内科

�専攻医
�� �渡邊 賢

地域の医療に貢献で
きるように努めま
す。

消化器内
科

��副医長
�� ��壷井 和幸

臨床に関して一から
勉強し直すつもりで
おりますので、ご指導
ご鞭撻のほど宜しく
お願い致します。

リウマチ
・膠原病

内科

�専攻医
�� ��坂田 龍平

未熟ですが地域の医
療に貢献できるよう
に努めます。

外科

��副医長
�� �山田 聡

炎症性腸疾患を専門
に臨床・研究を行っ
ていました。

消化器内
科

��副医長
�� ��田村 誠朗

大学病院ではリウマ
チや血管炎、皮膚筋
炎・多発性筋炎、強皮
症等の膠原病を診療
しておりました。

リウマチ
・膠原病

内科

��副医長
�� ��本間 周作

腹腔鏡手術を中心と
した消化器外科手術
が専門です。

消化器外
科

�専攻医
�� �藤田 暁

精一杯頑張りますの
で、よろしくお願い
致します。

整形外科

�専攻医
�� ��髙原 頌子

地域によって異なる
ニーズを考え、応え
られる病院市会であ
りたいと考えていま
す。

歯科口腔
外科

糖尿病・
内分泌内

科

医 師 一 覧



�専攻医
�����八木田隼啓

地域の医療に貢献で
きるように頑張りま
す。

皮膚科

�専攻医
�� ��坂田 宏行

地域の医療に少しで
も貢献し、その上で
自己研鑽に努めてい
ければと思います。

泌尿器科

�専攻医
�� ��岡林 美鈴

適切な診断ができる
よう日々勉強を重ね
ていきたいです。

��副医長
� ��星 歩美

普段お会いすること
はほとんどないかと
思いますが、よろし
くお願い致します。

麻酔科

��研修医
�� ��石川 佳奈

大好きな神戸で働け
ることを楽しみにし
ています。

��研修医
� ��泉 昂佑

謙虚な気持ちで学ん
でいきたいと思いま
す。

����研修医(歯科)
� ��谷口 諒至

少しでも早く患者さ
んの助けになれるよ
う、日々学んで参り
たいと思います。

��研修医
�� ��金田 浩平

地元の神戸で全力で
頑張りたいと思いま
す。

��研修医
�� ��櫻井 ふみ

早く仕事に慣れ、地
域の皆様に貢献でき
るように頑張りま
す。

��研修医
� ��林 響子

早く皆様のお役に立
てますよう精進して
まいります。

��研修医
�� ��川勝 拓也

神戸に住んで働ける
ことをうれしく思っ
ております。

��研修医
�����久保田雅哉

ご迷惑をお掛けする
こともあるかと思い
ますが、一生懸命頑
張ります。

��研修医
�� ��山川 佳苗

この地域の医療に貢
献できるように精進
したいと思います。

��研修医
�� ��永野 浩平

患者さんやコメディ
カルの皆様への敬意
と感謝の気持ちを
もって、社会に貢献で
きるよう精進いたし
ます。

病理診断
科



���������������◆ 地域医療在宅支援室からのご挨拶 ◆

院長代行・地域医療部長 中 村 一 郎

地域医療在宅支援室長 高 橋 千 香
地域の医療機関、訪問看護ステーション、介護・保健・福祉関係の皆様方には日頃から当院へのご支援をい
ただき感謝しております。新型コロナウイルスへの対応に苦慮されているところとは存じますが、当院におい
ては発熱や肺炎患者さんの地域医療機関からのご紹介や、保健センター並びに帰国者接触者センターから一般
病院での対応を指示された場合には診察を受け入れ、市民の健康と安全を守ることに尽力しております。また
有井院長のもと一丸となり、地域医療機関からのご紹介受け入れや救急車応需を心掛け、地域から頼られる急
性期病院の役割を果たすべく努めてまいりました。その結果、昨年度は新規入院患者数の増加、病床利用率の
上昇、在院日数の短縮と急性期病院としての指標もあがり、経営改善が図られてきたところです。紹介率58％
と年々上がってきております。今年度にはいってからはコロナの影響で不急の紹介をご遠慮していただいてい
ましたが、現在はコロナの感染状況も落ち着きを取り戻しつつあるため、５月25日から通常診療を開始しまし
た。紹介を猶予していただいていた患者さんをはじめ、急性期医療を必要とする患者さんをご紹介いただけれ
ば幸いです。
逆紹介率については100％を超えていますが、退院時の逆紹介がまだ十分ではなく、今年度は更にかかりつけ
医の先生方への逆紹介がすすむよう努力していきます。救急入院等でかかりつけ医からの紹介状をいただいて
いない時や転科した場合などでも、退院時に当院からの情報提供をお渡しするように努めておりますが、情報
提供できていない場合は遠慮なく当院へお問い合わせいただければ幸いです。
さてこの地域の高齢化率は30～32％と高く、認知症、独居、経済的問題を抱える、医療依存度が高い等、急
性期治療が終わってからの退院調整に難渋するケースがあります。地域からご紹介される急性期治療の患者さ
んをできる限りお受入れするためには、適正な入院期間で退院調整をしてベッドを稼働することが求められて
おり、地域医療機関、訪問看護ステーション、ケアマネジャー、保健・福祉関係者の方々と連携をとりながら、
これまで以上にできるだけ速やかに、患者さんや家族の意向を尊重しながら退院支援・調整を行っていきたい
と思っています。このような円滑な退院調整には皆様のご協力なくしてはできないことであり、様々な患者さ
んを受入れいただいている地域の医療・介護関係者の皆様には日頃の感謝の気持ちをお伝えしたく、この場を
借りてお礼を申し上げます。
今年度は西市民病院開設50周年としての記念セレモニーと市民公開講座の開催を秋に予定しております。コ
ロナの収束後、ソーシャルディスタンスの担保、部屋の換気やマスク着用等予防行動に気を付けての開催とは
なりますが、医師向けの西市民連携セミナーやオープンカンファレンス、院内外多職種交流会、専門看護師や
認定看護師・各チーム活動をリソースとした研修会等も検討しております。昨年度の地域連携のつどいでは多
くの医療関係者等の皆様に参加していただき、また各種交流会や懇親会でも積極的な意見交換の場が持てまし
た。今年度も感染予防に十分配慮した様式で地域の皆様に参加していただき、顔の見えるより良い連携が図れ
たらと願っております。
平成30年10月から開設となった認知症疾患医療センターでは、神戸市の政策により始まった認知症鑑別助成
制度を使っての認知症鑑別診断が順調に実施できており、昨年度の予約は約４週間待ちで受け入れができてい
ました。（緊急事態宣言の期間中は第一段階の認知機能検査は中止となっていました）その他専門医療相談、認
知症対応力向上研修のほか、長田区医療介護サポートセンターに協力を得ての事例検討会、家族教室、市民講
座など幅広い活動を実施してきました。特に認知症鑑別診断後のMCI の患者さんを対象とした音楽療法は患
者さんが毎回楽しみにされており、「他のサービスは拒否するが西市民病院での音楽療法だけは喜んで行って
くれる」と、家族の方からも期待が大きいです。今年度は更に市内７か所の神戸市認知症疾患医療センター合
同研修会を当院が中心に企画、運営する予定となっております。現在の諸行事はコロナの影響を受け一時中断
していましたが、これらの活動もコロナの感染状況をみながら、徐々に開催していく方向です。
当院が地域に根差した中核病院として急性期病院、地域医療支援病院としての役割が果たせるよう、当部署
が地域との連携の窓口として、きめ細やかな対応や事業展開をしていきたいと考えております。引き続きご指
導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。




